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『米軍が記録した日本空襲』　平塚柾緒/編著， 草思社， 1995

『日本における戦争と石油』　[アメリカ合衆国戦略爆撃調査団/編], 石油評論社，1986

『のびゆく四日市』　四日市市教育委員会/編集・発行， 〔2025〕

『三重県史　通史編近現代２（上）、資料編近代２～４』　三重県/編集・発行

『四日市市史　12、13、１８巻』　四日市市/編集・発行

『四日市空襲』　四日市市立博物館/編集・発行， 1995

四日市空襲のほか、戦時中の四日市や暮らしなどについても紹介されている

『四日市にも戦争があった　（新版）』　四日市空襲を語りつぐ会/編集・発行， 2015

『四日市にも戦争があった　（旧版）』　四日市革新懇話会四日市空襲の記録編集委員会/編集・発行， 1991

『文化展望・四日市　第１３号』　　四日市市文化振興財団/編集・発行， 1996

『日本海軍燃料史　上・下』　燃料懇話会/編纂， 原書房， 1972

四日市空襲を中心に、戦争体験が書かれている

『三重の空襲時刻表』　津の空襲を記録する会， 1986

『三重県風土記』　平松令三/監修， 旺文社， 1989

『伊勢の海は燃えて』　創価学会青年部反戦出版委員会/編， 第三文明社， 1978

地域資料から知る戦争
今年は、太平洋戦争の終戦から80年です。 今回は、主に太平洋戦争期のこの地域の様子や
空襲、戦争遺跡などに関する地域資料を紹介します。
掲載資料は5月６日（火）～6月29日（日）まで、地域資料室カウンター前でも紹介します。

戦争に関する資料は、背ラベル「L39」に、戦地などでの体験談は「L916」「Y916」の棚にあります。

貸出欄が「×」の資料は、館内でのみ閲覧可能の資料です。市内の別の図書館では異なる場合があります。

L39

四日市と戦争 よく聞かれるワード （調査相談でよく出るワードを紹介）

・四日市空襲

１９４５年の６月１８日～８月８日の間に９回の空襲に遭った。

・萬古焼の代用陶器

金属製品は供出に出され、代用品として陶製のボタン、湯たんぽ、やかんなどが作られた。

★『知られざる萬古焼の世界』 （内田鋼一/著，誠文堂新光社 ）、 『瑞浪市歴史資料集 第2～４集』 （瑞浪市陶磁資料館/

編集・発行） など萬古焼に関する資料にも記載あり ※いずれも地域資料室でご覧いただけます。

うらへ続きます→

四日市と戦争に関わる資料を紹介します
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日永地区に作られた第二海軍燃料廠の疎開施設などが紹介されている

『アメリカ軍が撮影した四日市・１９４５』 　四日市市立博物館/編集・発行， 1996

『目で見る四日市の100年』  四日市商工会議所/編集・発行， 1993

『四日市市内戦争と死者に関わる碑及び施設 2023』　中島久恵/［著]， 市民社会研究所， 2024

『三重の戦争遺跡』　三重県歴史教育者協議会/編， つむぎ出版， 2006

『よっかいち歴史浪漫紀行』　　北野保/著， 四日市商工会議所， 2011

『続・よっかいち歴史浪漫紀行』　　北野保/著， 四日市商工会議所， 2017

📷 写真で知る四日市と戦争

『目でみる郷土史四日市のあゆみ』　市民部地域振興課/編集， 四日市市役所，1978

軍用地と民有地の境界を示す標柱や市民檀などの戦争遺跡が紹介されている

『四日市市の今昔』　北野保/監修，樹林舎， 2017

『鈴鹿市の戦争遺跡』　浅尾 悟/著， 〔2021〕

『図説　北勢の歴史 下巻』　北勢の歴史刊行会/編， 郷土出版社， 1992

アメリカ軍が上空から撮影した四日市の写真を収録した資料

四日市市立図書館 〒510-0821 四日市市久保田一丁目2番42号 ℡059-352-5108 Fax059-352-9897

ホームページ https://www.yokkaichi-lib.jp/

出征を見送る様子や防空訓練の様子、供出された寺院の鐘、焼け野原になった街中など、

戦時下の暮らしや空襲前後の四日市様子を、写真で見て知ることができる資料を紹介します。

四日市と戦争 よく聞かれるワード （調査相談でよく出るワードを紹介）

・第二海軍燃料廠
塩浜地区の沿岸部に、海軍の燃料廠（軍の燃料を精製、備蓄などをする施設）があった。

・パンプキン爆弾

原爆の模擬爆弾。四日市にも3発が落とされた。

★『中日新聞 令和３年８月１２日』、 『中日新聞 平成２７年８月８日』、 『原爆投下報告書』 （奥住喜重/訳，

東方出版）などにも掲載あり。 ※いずれも地域資料室でご覧いただけます。

今も残る戦争遺跡について書かれた資料を紹介します

こちらも参考にしてみてください

四日市市立博物館では、6月１０日～８月３１日に学習支援展示「四日市空襲と戦時下のくらし」が開催されます。
くわしくはこちらへ→ 市立博物館ホームページ https://www.city.yokkaichi.mie.jp/museum/

また、三重県のホームページ内には体験談や戦争に関する場所やものを紹介している「三重県戦争資料館」が
あります。 「三重県戦争資料館」 http://www.pref.mie.lg.jp/FUKUSHI/heiwa/index.htm

☆ 図書館ホームページ内の「テーマ一覧」では、ここに紹介した資料以外も掲載しています。

図書館HP＞資料を探す・蔵書検索＞資料紹介＞テーマ一覧 （ https://www1.yokkaichi-lib.jp/winj/opac/theme.do ）
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